
 

 

  

  NEWS RELEASE 

オタフクホールディングス株式会社 広報部 沖本・小原 

〒733-8670 広島県広島市西区商工センター7 丁目 4-27  TEL082-277-7112 FAX082-277-7144 

2018 年 1 月 10 日(水) 

オタフクホールディングス株式会社(本社：広島市西区、代表取締役社長：佐々木 茂喜)は、お多福グループ

社員の体験型研修・福利厚生施設として「清倫館」を 12 月 27 日(水)に竣工しました。 

温暖な気候に恵まれ、正面に海を望む自然豊かな土地に建設された当施設は、かまどや鉄板を備え付けた土間

での自炊、囲炉裏部屋「清
せ い

志
し

庵
あ ん

」での語り合い、工作室でのモノづくり、隣接地での農作物の収穫や魚釣りなど、

協同での自給自足生活を前提としています。特に、土間を利用した自炊では、炊飯はもちろん、小麦を石臼で挽

いて作る小麦粉とその時々で変わる収穫物を使用したお好み焼づくりなど、自然の恵みを活かした当社らしい活

動にも取り組んでまいります。皆で集い語り合いながら様々な体験を重ねることにより、会社の理念や歴史・創

業者の思いを改めて学ぶと同時に、座学だけでは培うことの難しい感性や想像力、コミュニケーション能力の磨

きこみを図ります。 

 また、今回の完成は外観と必要最低限の設備のみで、什器備品の持ち寄りや家具づくり、農耕地の開墾など、

今後の中身の充実はグループ社員全員で行っていきます。当社の理念である「地球環境を愛しみ、自然と調和し

た活動」を行い、現状に満足せず絶えず進化をつづけることで、さらなるお客様満足と社会貢献を目指します。 

自ら学び、考え、行動する人財を育てる 

お多福グループの体験型研修・福利厚生施設 

「清倫館
せ い り ん か ん

」開設のお知らせ 

※1 月１７日(水)に当施設にて社員研修を行います(詳細は次ページ)。 

取材にお越しいただける場合は、前日までにご一報ください。 

＜清倫館の概要＞ 

 名  称  清倫館 (せいりんかん) 

 住  所  山口県熊毛郡平生町大字佐賀字折出 174-1 

 敷地面積  3055.82 ㎡ (924.38 坪) 

 延床面積  622.81 ㎡  (188.81 坪) 

 建築面積  542.08 ㎡  (163.97 坪) 

 階  数  地上 2階 

 構  造  木造 

 総 工 費    1 億 3 千万円 

  利用開始日 2018 年 1 月 7 日(日) 

  主要設備  1 階…庭、エントランス、土間、囲炉裏部屋、工作室、事務室、講師部屋、 

縁側、談話コーナー 

       2 階…男女別宿泊室、シャワールーム、洗面室 

 使用用途  セミナーハウス…会長・社長塾などの座談会、農業・漁業・調理などの体験型研修、 

緑化・清掃活動などの地域ボランティア 

       福利厚生施設 …部署懇親会、BBQ などの社内レクリエーション、家族ユースの宿泊施設 

  

   
＜名称の由来＞ ※いずれも社内公募を行い、決定 

施設名「清倫館
せいりんかん

」…創業者佐々木清一の意志を継ぐべく、「清」の字と“ひとが守るべき筋道”「倫」を組み合わせた名称 

囲炉裏部屋「清
せい

志
し

庵
あん

」…「創業者と社員ひとりひとりの志を重ね合わせて語り合う部屋に」という思いから生まれた名称 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

～タイムスケジュール～ 

 

７：００ 起床・朝食  

プロジェクトメンバーは前日より宿泊  

     

 

 

 

 

       

 

 

１月１７日(水) OTF プロジェクトメンバー研修概要 

～OTF プロジェクトとは～ 

時代の変化を楽しみ、お多福グループの将来ビジョンを社員が描く目的で、2017年にスタートした長期的なプ

ロジェクト。プロジェクトメンバーは、生産・営業・スタッフ部門それぞれで働く 20～30 代の社員 12名で構成。 

 

オタフクホールディングス株式会社 広報部 沖本・小原 

〒733-8670 広島県広島市西区商工センター7 丁目 4-27  TEL082-277-7112 FAX082-277-7144 

※取材にお越しいただける場合は、前日までにご一報ください。 

当施設での研修は、決められたことをただ行うのではなく、日々の食事から工作まで、社員自らが考え、創意

工夫をし、作り上げることを一つの目的としております。そのため、大まかなスケジュールは決定しております

が、メンバーや当日とれる食材により出来上がるものは都度変わっていきます。 

▶土間で調理したもの

をいただく場所、囲

炉 裏 部 屋 「 清 志

庵」。皆で食卓を囲

み、食事を取りなが

ら語らうことで、より

親睦を深めることが

できる。 

 

◀とった野菜や魚の下

ごしらえから調理まで

を、共同で行える広

い土間。かまどや鉄

板を配備。 

９：００ 工作室での、廃材を使用したモノづくり 

       館内外の不足物をメンバーで考え、 

話し合い、助け合いながら一からのモノ 

づくりに挑む。 

 

１２：００ 昼食づくり 

        食材の調達からかまどでの炊飯、調理 

までを皆で協力して行う。自社調味料を 

使用し、食材に合った調理法やメニュー 

を考えていく。 

◀男女別の宿泊室。

それぞれ 10 名ず

つ、合計 20 名まで

収容可能。その他

に、講師部屋を 2

部屋用意。 

▶広い工作室。まず

は、当施設建設の

際にでた廃材を活

用してモノづくりを

始める。これらの材

料から、何を使用し

何ができるのかは

作り手次第。 

１３：００ 囲炉裏部屋「清志庵」での食事 

        囲炉裏を囲み食事を摂りながら、 

2 日間の研修を振り返る。 

１４：３０頃 片付け・研修終了 


